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○交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項の
うち重要なものを記載した書面です。その他の内容
については、運用報告書（全体版）に記載しており
ます。
○当ファンドは、投資信託約款において「運用報告書
（全体版）」に記載すべき事項を、電磁的方法によ
りご提供する旨を定めております。
○右記弊社ホームページの「ファンド情報」等から当
ファンドのファンド名を選択することにより、当
ファンドの「運用報告書（全体版）」を閲覧および
ダウンロードすることができます。
○運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求
により交付されます。交付をご請求される方は、販
売会社までお問い合わせください。

東京都中央区新川１丁目17番21号

＜照会先＞
電話番号：03-6629-7090

（受付時間：委託会社の営業日の９：30～17：00）
ホームページ：https://www.money-design.com/

東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド
（年510円目標取崩し型）

追加型投信／内外／資産複合

交付運用報告書
第４期（決算日2025年11月10日）　第５期（決算日2026年１月13日）　第６期（決算日2026年３月10日）

作成対象期間（2025年９月11日～2026年３月10日）

第６期末（2026年３月10日）
基 準 価 額 10,702円
純 資 産 総 額 6,837百万円

第４期～第６期
騰 落 率 10.1％
分配金（税込み）合計 255円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして
計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しており
ます。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、「東海東京ヌビーン・リタイアメント
ファンド（年510円目標取崩し型）」は、第４期
から第６期までの決算を行いました。当ファンド
は 、 主 と し て 外 国 投 資 信 託 Global  Multi 
Strategy  -  Tokai  Tokyo  Nuveen  Lifecycle 
Retirement Income Fundへの投資を通じて、
主にインカムゲインを確保しつつ、値上がり益を
加えた安定的な収益の獲得を目指します。当期に
つきましても、これに沿った運用を行いました。
ここに、運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

運用経過

第４期首： 9,960円
第６期末：10,702円（既払分配金（税込み）：255円）
騰 落 率：  10.1％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年９月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

○基準価額の主な変動要因
　東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）の基準価額は、当期（2025年
９月11日～2026年３月10日）＋10.1％（分配金再投資ベース）となりました。当ファンドに高位に組
み入れている、Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement Income 
Fundのパフォーマンスがプラス寄与となりました。

作成期間中の基準価額等の推移 （2025年９月11日～2026年３月10日）
（円）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

項 目 第４期～第６期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 65 0.611 （a）信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （23） （0.218） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （40） （0.382） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情
報提供等の対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.011） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 5 0.049 （b）その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ そ の 他 ） （ 4） （0.042） その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用

合 計 70 0.660

作成期間の平均基準価額は、10,563円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示すること

としております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数点以下第

３位未満は四捨五入してあります。

１万口当たりの費用明細 （2025年９月11日～2026年３月10日）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

（参考情報）
◯総経費率
　作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ
び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.33％です。

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.33

①当ファンドの費用の比率 1.33

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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（販売会社）
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運用管理費用
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0.10％
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投資先ファンド
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）当ファンドの設定日は2025年２月３日です。

2025年２月３日
設定日

2026年３月10日
決算日

基準価額 （円） 10,000 10,702
期間分配金合計（税込み） （円） － 255
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 10.1
純資産総額 （百万円） 1,129 6,837

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しており、2026年３月10日の騰落率は設定当初との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

最近５年間の基準価額等の推移 （2021年３月10日～2026年３月10日）
（円）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

株式市場
　世界株式市場は、当期において上昇しました。中央銀行による金融緩和やAI（人工知能）への期待
などから、期初の２ヵ月は上昇しました。2025年11月は、企業によるAIへの過剰投資に対する懸念か
ら、上値の重い展開となりましたが、その後、12月から2026年２月末にかけては、金融緩和および好
調な企業業績を背景に堅調に推移しました。３月に入ると、イランでの戦争に起因する不確実性、原
油価格の上昇に伴い、株式市場は下落に転じました。

債券市場
　米国債金利は、当該期間上下に変動したものの、10年米国債金利は、期末時点では前期末とほぼ同
水準となりました。2026年１月には、グリーンランドを巡る米欧の対立から、欧州投資家が米国債を
売却するとの懸念や、日本の国債金利上昇などを背景に、10年米国債金利は一時4.3％台まで上昇しま
した。２月には、AIが既存の事業モデルを揺るがすとの「AI脅威論」を受けてAI関連株が急落したこ
となどから、投資家のリスク回避姿勢が高まり、金利は低下しました。３月に入り、原油価格の上昇
等に伴い、10年米国債金利は上昇に転じました。

投資環境 （2025年９月11日～2026年３月10日）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

　当ファンドは、主としてGlobal Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement 
Income Fund（以下「Tokai Tokyo Nuveenファンド」）への投資を通じて、株式に４割程度、債券
に６割程度の資産配分を行い、安定的な収益の獲得を目指します。今期は株式・債券戦略ともに堅調
に推移し、円が対米ドルで下落したことも、円ベースでの収益を押し上げる要因となりました。Tokai 
Tokyo Nuveenファンドのリターンの詳細は以下になります。なお、以下のコメントは米ドルベース
に基づくコメントとなります。

株式ポートフォリオ（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約40％を構成）
　グローバル株式市場が堅調に推移する中、米国株式戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約26％
を構成）、米国を除く世界株式戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約9.5％を構成）、新興国株式
戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約4.5％を構成）は、全てプラスのリターンとなりました。新
興国株式と米国を除く世界株式は、米国株式を上回るリターンとなりました。

債券ポートフォリオ（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約60％を構成）
　債券のポートフォリオは、ある程度の利回りの獲得が目指せるコア債券戦略についてはTokai 
Tokyo Nuveenファンドの40％程度の配分を行い、ボラティリティ調整のために短期債戦略に10％程
度、インフレ対応を行うインフレ連動債戦略に10％程度を振り向けるなど、分散したポートフォリオ
の構築を目指します。

コア債券戦略
　米国債金利の低下やスプレッドの縮小などを受け、コア債券戦略のリターンはドルベースでプラス
のリターンを記録しました。本戦略は、当期においてベンチマーク（Bloomberg U.S. Aggregate 
Bond Index）を上回りました。主な要因は、国債のアンダーウェイトポジションです。当期は国債が
他セクターと比較して軟調に推移したため、このポジションがプラスに寄与しました。また、ベンチ
マークに含まれていない、短期のCMBS（商業用不動産ローン担保証券）やMBS（住宅ローン担保証
券）、ABS（資産担保証券）への投資もパフォーマンスにプラスに寄与しました。これらの資産は、
投資適格社債と比較し、スプレッド水準等の観点から相対的な投資妙味が高いと判断し、組み入れを
行いました。

インフレ連動債戦略
　インフレ連動債戦略のリターンはドルベースでプラスのリターンを記録しました。
　また、本戦略は、当期においてベンチマーク（Bloomberg U.S. Treasury Inflation Protected 
Securities （TIPS） 1-10 Year Index）をわずかに下回りました。デュレーション要因やイールド
カーブ要因はプラスに寄与したものの、名目国債を保有していたことがマイナスに寄与しました。

短期債戦略
　短期債戦略のリターンはドルベースでプラスのリターンを記録しました。
　また、本戦略は、当期においてベンチマーク（Bloomberg U.S. 1-3 Year Government / Credit 

当ファンドのポートフォリオ （2025年９月11日～2026年３月10日）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

Bond Index）を上回りました。主なプラス要因は、投資適格社債および高格付けABS（資産担保証
券）への投資でした。一方で、デュレーション要因およびイールドカーブ要因のパフォーマンスへの
寄与は限定的なものにとどまりました。

　当ファンドは、運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指
数は設定しておりません。

　分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。また、収益分配
に充てなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

○分配原資の内訳
（単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第４期 第５期 第６期

2025年９月11日～
2025年11月10日

2025年11月11日～
2026年１月13日

2026年１月14日～
2026年３月10日

当期分配金 85 85 85
（対基準価額比率） 0.812％ 0.782％ 0.788％

当期の収益 85 85 85
当期の収益以外 － － －

翌期繰越分配対象額 408 785 798
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2025年９月11日～2026年３月10日）

分配金 （2025年９月11日～2026年３月10日）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

今後の運用方針
　主要投資ファンドである「Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement 
Income Fund」（以下Tokai Tokyo Nuveenファンド）への投資を通じて、株式に４割程度、債券に
６割程度の資産配分を行い、安定的な収益の獲得を目指します。
　債券ポートフォリオのうち、コア債券戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約40％を構成）は、
クレジットスプレッドが緩やかにワイドニングしていることを受け、クオリティの高いハイイールド
債および投資適格の新興国国債を選別的に積み増す方針です。インフレ連動債戦略（Tokai Tokyo 
Nuveenファンドの約10％を構成）では、短期的には、利回りが上昇する局面で10年ゾーンのデュレー
ション・アンダーウェイトのポジションを更に縮小する方針です。また、短期債戦略（Tokai Tokyo 
Nuveenファンドの約10％を構成）は、クレジットスプレッドのバリュエーションが依然として歴史的
にタイトな水準であることから、保守的なポジションを維持する方針です。
　なお、株式ポートフォリオ（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約40％を構成）については、米国株
式戦略、米国を除く世界株式戦略、新興国株式戦略という３つのカテゴリーすべてにおいて、効率性
を重視し、引き続きETFを活用した投資を行う方針です。
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

お知らせ
・「一般社団法人日本投資顧問業協会」及び「一般社団法人投資信託協会」が2026年４月１日付で合

併することに伴い、投資信託約款の「一般社団法人投資信託協会」の記載を「一般社団法人資産運
用業協会」に変更する約款変更を行いました。（2026年４月１日）

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 原則として、無期限です。（設定日：2025年２月３日）

運 用 方 針 主として外国投資信託Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement Income Fund
への投資を通じて、主にインカムゲインを確保しつつ、値上がり益を加えた安定的な収益の獲得を目指します。

主 要 投 資 対 象
ケイマン諸島籍円建外国投資信託「Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement 
Income Fund（JPY Non-Hedge Class）」（運用：ヌビーンアセットマネジメント・エルエルシー）および
国内上場投資信託「NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI 総合連動型上場投信」を主要な投資対象とします。

運 用 方 法
主として株式に４割程度、債券に６割程度の資産配分を基本とするGlobal Multi Strategy - Tokai Tokyo 
Nuveen Lifecycle Retirement Income Fundへの投資を通じて、主にインカムゲインを確保しつつ、値上が
り益を加えた安定的な収益の獲得を目指します。

収 益 分 配

年６回、１月、３月、５月、７月、９月および11月の各月の10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、
毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
・分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・収益分配金額は、各決算時の受益権において１万口当たり85円（税引前）相当を目標として委託者が基準価

額水準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、目標とする収益分配金額どおりの分配を必ず行うものではなく、分配自体を行わないこともあります。

・留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。

当ファンドの概要
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 14.7 50.5 59.8 62.7 0.6 15.3 24.5
最小値 14.7 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 14.7 17.5 23.9 15.5 △ 2.5 5.3 9.5

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年３月から2026年２月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。なお、当ファンドは

2026年２月以降の年間騰落率を用いております。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

各資産クラスの指数
日 本 株・・・東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株・・・MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株・・・MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債・・・NOMURA-BPI国債
先進国債・・・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債・・・JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※詳細は、後述の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（2021年３月末～2026年２月末）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

当ファンドのデータ

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第６期末

％
Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle 
Retirement Income Fund（JPY Non-Hedge Class） 96.6

NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI 総合連動型上場投信 0.0
組入銘柄数 2銘柄

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券及び国内投資証券には外国籍（邦貨建）の証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

項 目 第４期末 第５期末 第６期末
2025年11月10日 2026年１月13日 2026年３月10日

純 資 産 総 額 4,409,265,257円 5,926,162,249円 6,837,071,314円
受 益 権 総 口 数 4,245,714,178口 5,494,406,025口 6,388,874,057口
１ 万 口 当 た り 基 準 価 額 10,385円 10,786円 10,702円

（注）期中における追加設定元本額は3,586,561,963円、同解約元本額は54,309,830円です。

組入資産の内容 （2026年３月10日現在）

国内投資信託受益証券
96.6％

国内投資信託受益証券
96.6％

その他
3.4％

○資産別配分

ケイマン諸島
96.6％

ケイマン諸島
96.6％

その他
3.4％

日本
0.0％

○国別配分

円
96.6％
円

96.6％

その他
3.4％

○通貨別配分

純資産等
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement Income Fund（JPY Non-Hedge Class）

　当ファンドの第一回決算日が2025年12月30日のため、当運用報告書作成時点において、開示できる
情報はございません。

組入上位ファンドの概要
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

【組入上位10銘柄】
（2025年３月３1日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

1 国庫債券　利付（10年）第３７1回 国債 円 日本 2.0
2 国庫債券　利付（10年）第３７0回 国債 円 日本 1.9
3 国庫債券　利付（5年）第15７回 国債 円 日本 1.6
4 国庫債券　利付（2年）第460回 国債 円 日本 1.5
5 国庫債券　利付（5年）第16３回 国債 円 日本 1.4
6 国庫債券　利付（5年）第162回 国債 円 日本 1.2
7 国庫債券　利付（10年）第３56回 国債 円 日本 1.2
8 国庫債券　利付（10年）第３4３回 国債 円 日本 1.1
9 国庫債券　利付（10年）第３７2回 国債 円 日本 1.1
10 国庫債券　利付（5年）第16８回 国債 円 日本 1.1

組入銘柄数 1,505銘柄
【資産別配分】

国内債券
99.5％

国内債券
99.5％

その他
0.5％

【国別配分】

日本
99.1％
日本

99.1％

フランス
0.2％

ポーランド 0.0％
韓国 0.0％

メキシコ 0.0％ オーストラリア 0.0％
イギリス

0.0％その他
0.6％

【通貨別配分】

円
99.5％

円
99.5％

その他
0.5％

（注）比率は純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては合計が100％とならない場合があります。
（注）国（地域）および国別配分は、原則として発行国（地域）もしくは投資国（地域）を表示しております。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等は、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI 総合連動型上場投信
【100口当たりの費用明細】

（2025年３月８日～2025年９月７日）
　当該期間の100口当たりの費用明細については
開示されていないため、掲載しておりません。

（円）

84,000

85,000

86,000

87,000

88,000

89,000

90,000

91,000

2025/3 2025/4 2025/5 2025/6 2025/7 2025/8

（2025年３月８日～2025年９月７日）
【基準価額の推移】

以下は「国内債券ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合　マザーファンド」の決算日時点の内容です。
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年510円目標取崩し型）

○代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について

騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに株式会社野村総合研究所が計算しており、その内容について、
信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、当該騰落率に関連して
資産運用または投資判断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する損害及び一切の問題について、何
らの責任も負いません。

○東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性
を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権そ
の他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。

○MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株
式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その
他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産
権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA-BPI国債
NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が発表している日本の国
債市場の動向を的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、NOMURA-BPI国債に関する著作権、商標
権、知的財産権その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世
界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデックスに
関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイ
ド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対
象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グ
ローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに
帰属します。
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○交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項の
うち重要なものを記載した書面です。その他の内容
については、運用報告書（全体版）に記載しており
ます。
○当ファンドは、投資信託約款において「運用報告書
（全体版）」に記載すべき事項を、電磁的方法によ
りご提供する旨を定めております。
○右記弊社ホームページの「ファンド情報」等から当
ファンドのファンド名を選択することにより、当
ファンドの「運用報告書（全体版）」を閲覧および
ダウンロードすることができます。
○運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求
により交付されます。交付をご請求される方は、販
売会社までお問い合わせください。

東京都中央区新川１丁目17番21号

＜照会先＞
電話番号：03-6629-7090

（受付時間：委託会社の営業日の９：30～17：00）
ホームページ：https://www.money-design.com/

東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド
（年５％目標取崩し型）

追加型投信／内外／資産複合

交付運用報告書
第４期（決算日2025年11月10日）　第５期（決算日2026年１月13日）　第６期（決算日2026年３月10日）

作成対象期間（2025年９月11日～2026年３月10日）

第６期末（2026年３月10日）
基 準 価 額 10,732円
純 資 産 総 額 8,877百万円

第４期～第６期
騰 落 率 10.2％
分配金（税込み）合計 266円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして
計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しており
ます。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、「東海東京ヌビーン・リタイアメント
ファンド（年５％目標取崩し型）」は、第４期か
ら第６期までの決算を行いました。当ファンド
は 、 主 と し て 外 国 投 資 信 託 Global  Multi 
Strategy  -  Tokai  Tokyo  Nuveen  Lifecycle 
Retirement Income Fundへの投資を通じて、
主にインカムゲインを確保しつつ、値上がり益を
加えた安定的な収益の獲得を目指します。当期に
つきましても、これに沿った運用を行いました。
ここに、運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。

id24_25331207_05_oskお金_東海東京ヌビーンリタイアメントF（年510円／年5％）_交運_表紙のみ（年5％）.indd   16id24_25331207_05_oskお金_東海東京ヌビーンリタイアメントF（年510円／年5％）_交運_表紙のみ（年5％）.indd   16 2026/03/20   14:01:302026/03/20   14:01:30



17

東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）

運用経過

第４期首： 9,988円
第６期末：10,732円（既払分配金（税込み）：266円）
騰 落 率：  10.2％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年９月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

○基準価額の主な変動要因
　東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）の基準価額は、当期（2025年
９月11日～2026年３月10日）＋10.2％（分配金再投資ベース）となりました。当ファンドに高位に組
み入れている、Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement Income 
Fundのパフォーマンスがプラス寄与となりました。

作成期間中の基準価額等の推移 （2025年９月11日～2026年３月10日）
（円）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）

項 目 第４期～第６期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 65 0.611 （a）信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （23） （0.218） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （40） （0.382） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情
報提供等の対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.011） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 5 0.047 （b）その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 1） （0.008） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ そ の 他 ） （ 4） （0.040） その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用

合 計 70 0.658

作成期間の平均基準価額は、10,600円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示すること

としております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数点以下第

３位未満は四捨五入してあります。

１万口当たりの費用明細 （2025年９月11日～2026年３月10日）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）

（参考情報）
◯総経費率
　作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ
び有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.32％です。

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.32

①当ファンドの費用の比率 1.32

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当ファンド
1.32％

運用管理費用
（投信会社）

0.44％

運用管理費用
（販売会社）

0.77％

総経費率
1.32％

当ファンド
1.32％

運用管理費用
（投信会社）

0.44％

運用管理費用
（販売会社）

0.77％

運用管理費用
（受託会社）

0.02％

その他費用
0.09％

運用管理費用 0.00％
運用管理費用以外 0.00％

投資先ファンド
0.00％
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）当ファンドの設定日は2025年２月３日です。

2025年２月３日
設定日

2026年３月10日
決算日

基準価額 （円） 10,000 10,732
期間分配金合計（税込み） （円） － 266
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 10.2
純資産総額 （百万円） 963 8,877

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しており、2026年３月10日の騰落率は設定当初との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

最近５年間の基準価額等の推移 （2021年３月10日～2026年３月10日）
（円）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）

株式市場
　世界株式市場は、当期において上昇しました。中央銀行による金融緩和やAI（人工知能）への期待
などから、期初の２ヵ月は上昇しました。2025年11月は、企業によるAIへの過剰投資に対する懸念か
ら、上値の重い展開となりましたが、その後、12月から2026年２月末にかけては、金融緩和および好
調な企業業績を背景に堅調に推移しました。３月に入ると、イランでの戦争に起因する不確実性、原
油価格の上昇に伴い、株式市場は下落に転じました。

債券市場
　米国債金利は、当該期間上下に変動したものの、10年米国債金利は、期末時点では前期末とほぼ同
水準となりました。2026年１月には、グリーンランドを巡る米欧の対立から、欧州投資家が米国債を
売却するとの懸念や、日本の国債金利上昇などを背景に、10年米国債金利は一時4.3％台まで上昇しま
した。２月には、AIが既存の事業モデルを揺るがすとの「AI脅威論」を受けてAI関連株が急落したこ
となどから、投資家のリスク回避姿勢が高まり、金利は低下しました。３月に入り、原油価格の上昇
等に伴い、10年米国債金利は上昇に転じました。

投資環境 （2025年９月11日～2026年３月10日）
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東海東京ヌビーン・リタイアメントファンド（年５％目標取崩し型）

　当ファンドは、主としてGlobal Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement 
Income Fund（以下「Tokai Tokyo Nuveenファンド」）への投資を通じて、株式に４割程度、債券
に６割程度の資産配分を行い、安定的な収益の獲得を目指します。今期は株式・債券戦略ともに堅調
に推移し、円が対米ドルで下落したことも、円ベースでの収益を押し上げる要因となりました。Tokai 
Tokyo Nuveenファンドのリターンの詳細は以下になります。なお、以下のコメントは米ドルベース
に基づくコメントとなります。

株式ポートフォリオ（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約40％を構成）
　グローバル株式市場が堅調に推移する中、米国株式戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約26％
を構成）、米国を除く世界株式戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約9.5％を構成）、新興国株式
戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約4.5％を構成）は、全てプラスのリターンとなりました。新
興国株式と米国を除く世界株式は、米国株式を上回るリターンとなりました。

債券ポートフォリオ（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約60％を構成）
　債券のポートフォリオは、ある程度の利回りの獲得が目指せるコア債券戦略についてはTokai 
Tokyo Nuveenファンドの40％程度の配分を行い、ボラティリティ調整のために短期債戦略に10％程
度、インフレ対応を行うインフレ連動債戦略に10％程度を振り向けるなど、分散したポートフォリオ
の構築を目指します。

コア債券戦略
　米国債金利の低下やスプレッドの縮小などを受け、コア債券戦略のリターンはドルベースでプラス
のリターンを記録しました。本戦略は、当期においてベンチマーク（Bloomberg U.S. Aggregate 
Bond Index）を上回りました。主な要因は、国債のアンダーウェイトポジションです。当期は国債が
他セクターと比較して軟調に推移したため、このポジションがプラスに寄与しました。また、ベンチ
マークに含まれていない、短期のCMBS（商業用不動産ローン担保証券）やMBS（住宅ローン担保証
券）、ABS（資産担保証券）への投資もパフォーマンスにプラスに寄与しました。これらの資産は、
投資適格社債と比較し、スプレッド水準等の観点から相対的な投資妙味が高いと判断し、組み入れを
行いました。

インフレ連動債戦略
　インフレ連動債戦略のリターンはドルベースでプラスのリターンを記録しました。
　また、本戦略は、当期においてベンチマーク（Bloomberg U.S. Treasury Inflation Protected 
Securities （TIPS） 1-10 Year Index）をわずかに下回りました。デュレーション要因やイールド
カーブ要因はプラスに寄与したものの、名目国債を保有していたことがマイナスに寄与しました。

短期債戦略
　短期債戦略のリターンはドルベースでプラスのリターンを記録しました。
　また、本戦略は、当期においてベンチマーク（Bloomberg U.S. 1-3 Year Government / Credit 

当ファンドのポートフォリオ （2025年９月11日～2026年３月10日）
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Bond Index）を上回りました。主なプラス要因は、投資適格社債および高格付けABS（資産担保証
券）への投資でした。一方で、デュレーション要因およびイールドカーブ要因のパフォーマンスへの
寄与は限定的なものにとどまりました。

　当ファンドは、運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指
数は設定しておりません。

　分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。また、収益分配
に充てなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

○分配原資の内訳
（単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第４期 第５期 第６期

2025年９月11日～
2025年11月10日

2025年11月11日～
2026年１月13日

2026年１月14日～
2026年３月10日

当期分配金 87 90 89
（対基準価額比率） 0.828％ 0.825％ 0.822％

当期の収益 87 90 89
当期の収益以外 － － －

翌期繰越分配対象額 425 821 786
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2025年９月11日～2026年３月10日）

分配金 （2025年９月11日～2026年３月10日）
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今後の運用方針
　主要投資ファンドである「Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement 
Income Fund」（以下Tokai Tokyo Nuveenファンド）への投資を通じて、株式に４割程度、債券に
６割程度の資産配分を行い、安定的な収益の獲得を目指します。
　債券ポートフォリオのうち、コア債券戦略（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約40％を構成）は、
クレジットスプレッドが緩やかにワイドニングしていることを受け、クオリティの高いハイイールド
債および投資適格の新興国国債を選別的に積み増す方針です。インフレ連動債戦略（Tokai Tokyo 
Nuveenファンドの約10％を構成）では、短期的には、利回りが上昇する局面で10年ゾーンのデュレー
ション・アンダーウェイトのポジションを更に縮小する方針です。また、短期債戦略（Tokai Tokyo 
Nuveenファンドの約10％を構成）は、クレジットスプレッドのバリュエーションが依然として歴史的
にタイトな水準であることから、保守的なポジションを維持する方針です。
　なお、株式ポートフォリオ（Tokai Tokyo Nuveenファンドの約40％を構成）については、米国株
式戦略、米国を除く世界株式戦略、新興国株式戦略という３つのカテゴリーすべてにおいて、効率性
を重視し、引き続きETFを活用した投資を行う方針です。
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お知らせ
・「一般社団法人日本投資顧問業協会」及び「一般社団法人投資信託協会」が2026年４月１日付で合

併することに伴い、投資信託約款の「一般社団法人投資信託協会」の記載を「一般社団法人資産運
用業協会」に変更する約款変更を行いました。（2026年４月１日）

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 原則として、無期限です。（設定日：2025年２月３日）

運 用 方 針 主として外国投資信託Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement Income Fund
への投資を通じて、主にインカムゲインを確保しつつ、値上がり益を加えた安定的な収益の獲得を目指します。

主 要 投 資 対 象
ケイマン諸島籍円建外国投資信託「Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement 
Income Fund（JPY Non-Hedge Class）」（運用：ヌビーンアセットマネジメント・エルエルシー）および
国内上場投資信託「NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI 総合連動型上場投信」を主要な投資対象とします。

運 用 方 法
主として株式に４割程度、債券に６割程度の資産配分を基本とするGlobal Multi Strategy - Tokai Tokyo 
Nuveen Lifecycle Retirement Income Fundへの投資を通じて、主にインカムゲインを確保しつつ、値上が
り益を加えた安定的な収益の獲得を目指します。

収 益 分 配

年６回、１月、３月、５月、７月、９月および11月の各月の10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、
毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行います。
・分配対象額の範囲は、繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・収益分配金額は、各決算時の基準価額に対して年率５％（各決算時0.83％）相当の分配を目標として委託者

が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、目標とする収益分配金額どおりの分配を必ず行うものではなく、分配自体を行わないこともあります。

・留保益の運用については特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。

当ファンドの概要
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 15.0 50.5 59.8 62.7 0.6 15.3 24.5
最小値 15.0 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 15.0 17.5 23.9 15.5 △ 2.5 5.3 9.5

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年３月から2026年２月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。なお、当ファンドは

2026年２月以降の年間騰落率を用いております。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

各資産クラスの指数
日 本 株・・・東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株・・・MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株・・・MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債・・・NOMURA-BPI国債
先進国債・・・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債・・・JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※詳細は、後述の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第６期末

％
Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle 
Retirement Income Fund（JPY Non-Hedge Class） 93.5

NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI 総合連動型上場投信 0.0
組入銘柄数 2銘柄

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券及び国内投資証券には外国籍（邦貨建）の証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

項 目 第４期末 第５期末 第６期末
2025年11月10日 2026年１月13日 2026年３月10日

純 資 産 総 額 4,435,028,950円 7,019,783,018円 8,877,968,771円
受 益 権 総 口 数 4,257,762,346口 6,486,784,823口 8,272,774,101口
１ 万 口 当 た り 基 準 価 額 10,416円 10,822円 10,732円

（注）期中における追加設定元本額は5,620,629,717円、同解約元本額は95,825,501円です。

組入資産の内容 （2026年３月10日現在）

国内投資信託受益証券
93.5％

国内投資信託受益証券
93.5％

その他
6.5％

○資産別配分

ケイマン諸島
93.5％

ケイマン諸島
93.5％

その他
6.5％

日本
0.0％

○国別配分

円
93.5％
円

93.5％

その他
6.5％

○通貨別配分

純資産等
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Global Multi Strategy - Tokai Tokyo Nuveen Lifecycle Retirement Income Fund（JPY Non-Hedge Class）

　13ページをご参照ください。

組入上位ファンドの概要
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NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI 総合連動型上場投信

　14ページをご参照ください。
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○代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について

騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに株式会社野村総合研究所が計算しており、その内容について、
信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、当該騰落率に関連して
資産運用または投資判断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する損害及び一切の問題について、何
らの責任も負いません。

○東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性
を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権そ
の他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。

○MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株
式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その
他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産
権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA-BPI国債
NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が発表している日本の国
債市場の動向を的確に表すために開発された投資収益指数です。なお、NOMURA-BPI国債に関する著作権、商標
権、知的財産権その他一切の権利は、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世
界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデックスに
関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイ
ド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対
象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グ
ローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに
帰属します。
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